
き・・・「き」と「つ」の中間音のような発音。

なますぬぐう
（本調子）

刺身の添え物には何が見事だろう
赤シソの葉がもっとも見事だ

それを置くのは何が見事だろう
貝の皿がもっとも見事だ

それを挟むものは何が見事だろう
白い箸がもっとも見事だ

山桃で染めた着物を着たら
カナガマ姉とは思えないよ

＜解説＞
膾（なます）は酢で和えた魚や野菜の和え物料理のこと。
日常のことを歌い交わす遊び歌。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜宮古＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なう　　　　　　みぐとぅ

１．なますぬぐぅや何ぬが見事　ｸﾗｻｰﾕｲﾕｲ
　　　　あかな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みぐとぅ

　　赤菜がまぬどぅ　さら見事よ
　※ﾕｰﾊﾗﾒｰﾇメーヌｸﾗｻｰﾕｲﾕｲﾕﾔﾅｳﾚ
　　　　　　　  う　　　むぬ　　　なう　　　　　　みぐとぅ

２．うり置き物や何ぬが見事　ｸﾗｻｰﾕｲﾕｲ
　　　　かいすき　　　　　　　　　　　　　　　　　みぐとぅ

　　貝皿がまぬどぅ　さら見事よ（※）
　　　　　　　　ぱさ　　　むぬ　　なう　　　　　みぐとぅ

３．うり挟ん物や何ぬが見事　ｸﾗｻｰﾕｲﾕｲ
　　　　しるぱす　　　　　　　　　　　　　　　　みぐとぅ

　　白箸がまぬどぅ　さら見事よ　（※）
　　　やまむんすでぃ　　　　き

４．山桃袖にゃ着しちからよ　ｸﾗｻｰﾕｲﾕｲ
　　　　　　　　　　　あに　　　　　　　　うまー

　カナガマ姉てぃや思りらんよ　（※）
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１．膾ぬぐぅや何ぬが見事　ｸﾗｻｰﾕｲﾕｲ　赤菜がまぬどぅ　さら見事よ　※ﾕｰﾊﾗﾒｰﾇﾒｰﾇｸﾗｻｰﾕｲﾕｲﾕﾔﾅｳﾚ
２．うり置き物や何ぬが見事　クラサーユイユイ　貝皿がまぬどぅ　さら見事よ（※）
３．うり挟ん物や何ぬが見事　クラサーユイユイ　白箸がまぬどぅ　さら見事よ　（※）
４．山桃袖にゃ着しちからよ　クラサーユイユイ　カナガマ姉てぃや思りらんよ　（※）
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